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次
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返却忘れ、ありませんか？ 
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『
平
成
最
後
』
な
ん
て
言
葉
を
最
近
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
は
、
平
成
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
本
を
読
め
ま
し
た
で
し

ょ
う
か
？
ひ
と
つ
前
の
昭
和
は
、
戦
争
な
ど
も
あ
り
『
激
動
の

昭
和
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
、
情
報
技
術
の
進
歩
が
目
立
ち
ま
し
た
。

電
子
書
籍
な
ん
て
、
Ｓ
Ｆ
の
世
界
の
話
だ
っ
た
の
で
す
が
、
あ

っ
と
い
う
間
に
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
の

時
代
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
ふ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
楽

し
み
が
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。 

 

●
返
却
し
ま
し
ょ
う 

●
卒
業
の
本
紹
介 

 

☆名張市内小中学校の春休みは、本の貸し出しがありません。 

3月中に必ず返しましょう。また、長い間借りっぱなしの本はありません

か？ 特に３年生は卒業までに返すのを忘れないようにしましょう。（何年も

前の卒業生が、ずっと借りていた本を持ってくることもあります。） 

かばんの中、教室、机の中、おうちの中、よく確認してください。もし、自

分が本を借りているかどうか分からなかったら、図書室で聞いてみましょう。 

一年間、図書室に来てくれてありがとう！ 

映画「魔女の宅急便」は平成元年公開

でした！2017年には原作の最新刊

が出ています。（発行：福音館書店） 

 立つ鳥跡

を濁
にご

さず！

忘れずに
 

返

そうね
 

！ 



 

 

※としょだよりの感想をお聞かせください。E-mail:kyouiku@nabari-mie.ed.jp まで。E-mail は件名に「としょだより感想」と書いてください。 

「卒業」する君たちへ 
 平成２７年度のとしょだよりでも、同じテーマで本を紹介しましたが、

そのうちの一冊に『たくさんのドア』という絵本がありました。 

 この絵本は、これから先、楽しいことばかりではなく、時には困った

ことや、辛いことなど「たくさんのドア」を開けるであろう人に、エー

ルを送る本です。毎年卒業シーズンが近づくと人気が出る本でしたが、

海外の翻訳絵本は制約上、一度品切れになるとなかなか手に入らない状

態になってしまいます。そのため、以前のとしょだよりで紹介したとき、

この絵本はすでに出版社にも在庫がなく、市立図書館では予約待ちにな

るほどでした。 

しかし、「ぜひ卒業生に読み聞かせをしたい」などのリクエストが全

国から出版社にたくさん届き、なんと２０１８年１月に再版されました。

今では、書店にもコーナーができるほどの人気です。卒業生だけでなく、

これからの未来を生きるみなさんに読んでほしい一冊です。 

平成もあと少しですね。次の４月発行の子ども読書の日号で、このとしょだよりも平成最後と

なります。実は、平成の元号を決めるとき、他にも「修文（しゅうぶん）」「正化（せいか ま

たは しょうか）」という２つの候補がありました。この２つが選ばれなかった理由のひとつが、

頭文字のアルファベットにあります。明治・大正・昭和はそれぞれＭ・Ｔ・Ｓですが、修文と正

化は昭和と同じＳなので、コンピュータのプログラムで認識するのに困るからです。ということ

は、次の元号はＭ・Ｔ・Ｓ・Ｈ以外になりますね。みんなで予想してみてはいかが？ 

編
集
後
記 

 

 

『空の絵本』作：長田 弘 絵：荒井 良二 発行：講談社 

以前紹介した、小学校１年生の教科書にのっている『あさになったのでまど

をあけますよ』（作：荒井良二 発行：偕成社）と同じ、荒井良二さんが絵を

描いています。この絵本は東日本大震災の後に作られました。作者の長田さん

は、『朝が明けて、昼下がりになり、夜が来て、一日が終わる。それは平凡で

退屈な一日なんかじゃなくて、ほんとうは、とんでもなく大切な一日だという

ことを、今さらながら思い知らされた。そんなそんなありふれた奇跡、なんで 

もないミラクルを伝える、かけがえのない一日の絵本』と語られています。みんなが過ごす一日は、

なんでもない奇跡の一日。読んだ後、思わず空を見上げたくなる絵本です。 

『わたしはあかねこ』
 

作：サトシン 絵：西村 敏雄 発行：文渓堂 

「わたし」はあかねこ。とうさん、かあさん、きょうだいたちはみんな白と

黒。「わたし」だけが赤かった―――。そんなあかねこに、みんなは良かれと

思って白と黒になる方法をすすめてきますが、あかねこは「そのままのじぶん

がよかったの」と、赤いままでいることを選びます。みんなと違ったっていい、

みんなと違っててもまちがいじゃない。個性を大切にする、多様性を大切にす

るとはどういうことか？この絵本で理解の糸口がつかめるかもしれません。 

『たくさんのドア』 

著：アリスン・マギー 

絵：ユ・テウン 

訳：なかがわ ちひろ 

発行：主婦の友社 


